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軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成
26
年
度
と
同
27
年
度
の
税
制
改
正
で
、
軽
自
動
車
と
普
通
自
動
車
と
の
税
負
担
水
準
を

見
直
し
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
平
成
28
年
度
以
降
の
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

原動機付自転車

軽自動車二輪
二輪の小型自動車
小型特殊

総排気量等車種 旧税率
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円
4,700円

50cc以下
50ccを超え90cc以下
90ccを超え125cc以下
50cc以下のミニカー
125ccを超え250cc以下
250ccを超えるもの

農業作業用
その他のもの

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
2,000円
5,900円

新税率

軽四輪

彦根市ナンバー・軽二輪（すべて新税率になります）

現行税率※１
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

乗用　自家用
　　　営業用
貨物　自家用
　　　営業用
軽三輪

新税率※２車種
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

※１　平成27年3月31日以前に初度検査を受けた車両
※2　平成27年4月1日以降に初度検査を受けた車両
いずれも、その年の賦課期日（4月1日）時点で、初度検査年月から13年を経過するまで適用
※３　賦課期日（4月1日）時点で13年を経過した車両に適用。平成28年度は、初度検査年月が
平成14年12月以前の車両が対象。

軽四輪ほか（初度検査年月により、次の3つの税率に分類されます）
重課税率※３
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円
4,600円

軽課税率の適用があります
　平成27年度中に初度検査を受けた車両で、排出ガス性能および燃費性能の
優れた環境負荷が小さい車両は、平成28年度分の軽自動車税のみ軽減されま
す。詳しくは、5月中旬頃に届く納税通知書をご確認ください。

▶
 自
動
車
検
査
証
。
青
色
に

囲
っ
た
初
度
検
査
年
月
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

目次は２ページにあります
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平
成

　28
年
度
国
民
年
金
保
険
料

月
額
１
万
６
、２
６
０
円
で
す

　

４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
、
保
険

料
）
は
、
月
額
１
万
６
、２
６
０
円

（
平
成
27
年
度
は
１
万
５
、５
９
０
円
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
割
引
を

伴
う
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て

便
利
で
す
。

▼
平
成
28
年
４
月
分
か
ら
の
１
年

前
納
（
現
金
納
付
）

　

19
万
１
、６
６
０
円
（
月
払
い
に

比
べ
３
、４
６
０
円
お
得
）

▼
半
年
前
納
（
現
金
納
付
）

　

９
万
６
、７
７
０
円
（
月
払
い
に

比
べ
７
９
０
円
お
得
）

▼
納
付
期
限　

５
月
２
日
㈪

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

付
加
年
金
保
険
料
の
納
付

国
民
年
金
は
、定
額
保
険
料
（
月

額
１
万
６
、
２
６
０
円
）
に
、付
加
年

金
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
年
金
額
を
将
来
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
付
加
年
金
保
険
料
を

１
年
間
納
め
た
場
合
、年
額
２
、４

０
０
円
（
２
０
０
円
×
12
か
月
）
の

年
金
額
を
「
付
加
年
金
」
と
し
て
、

将
来
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
彦
根
年
金
事
務
所
、

保
険
年
金
課
、
支
所
、
各
出
張

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

▼
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
希
望

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
付
加

国
民
年
金
被
保
険
者
の種

別

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
・
学
生
な
ど
で
、

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以

上
60
歳
未
満

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
原
則
65
歳
未
満 

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満

国
民
年
金
の
ご
確
認

年
金
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▼
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

付
加
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
制
度
改
正

で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の

人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
保
険
年
金
課
、支
所
、各

出
張
所
、
ま
た
は
彦
根
年
金
事
務

所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
と
、
将
来
に
受
給
す

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
手
続
き

は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
）

　

第
２
号
被
保
険
者
を
除
き
ま
す
。

▼
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

　

被
扶
養
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
届
出
も
必
要
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
た
と
き
、
離
婚
し

た
と
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
３
番

昨年 10月から家庭用の使用済み蛍光管の回収を
行っています。４月１日㈮から、地区公民館など新し
く回収拠点を設けます。
詳細については下記のとおりです。

新規回収場所　西地区公民館（本町一丁目）、東地区公
民館（大東町）、旭森地区公民館（正法寺町）、中地区
公民館（大藪町）、南地区公民館（甘呂町）、東山会館（里
根町）、人権福祉交流会館（犬方町）

※それぞれ開館時間内の受け入れになります。回収
BOXは館内に設置します。設置場所など詳しくは
各館にお問い合わせください。

既存回収場所　 生活環境課、支所・出張所、 清掃
センター（小型家電置き場）
回収対象外のもの
▶割れているもの
▶環状型、直管型以外の蛍光管（ボール型〈電球型〉、ツイ
ン型など）

▶蛍光管以外のもの（白熱電球、点灯球〈グロー球〉など）
▶学校や会社、店などの事業所から出るもの（産業廃棄
物になります）

※家庭からの対象外のものは、従来どおり「埋立ごみ」
になります。回収ケースに入れられた使用済み蛍光
管は、住宅用断熱材や新しい蛍光管の原料などへリ
サイクルされます。

問い合わせ先　 清掃センター☎22-2734、FAX24-
7787 

家庭から出る使用済み蛍光管の
リサイクル回収場所の追加

▲環状管型（20形、30形など）回収ケース（直
径 4cm程度まで）

▲40形直管用回収ケース（長さ1.2ｍ程度まで）

３
月
27
日
㈰

粗
大
ご
み
を
搬
入
で
き
ま
す

　　　
口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

３
月
27
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
、
粗
大
ご
み
（
小
型
家
電
を
含
む
）
の
臨

時
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

▼
住
所
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
な
ど

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
は
搬
入
で
き
ま

せ
ん
。

▼
搬
入
は
有
料
で
す
。（
１
ｍ
未
満
の
小
型
家

電
は
無
料
）

▼
割
れ
て
い
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
の
蛍

光
管
も
小
型
家
電
と
併
せ
て
受
け
入
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
小
型
家
電
テ
レ
ビ
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
は
搬
入
で
き

ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

３
月
21
日
（
月
・
振
）
の
ご
み
等
収
集

は
通
常
通
り
行
い
ま
す

た
だ
し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、「
平
成
27
年
度
ご
み
等
の

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎

22-

２
７
３
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８

７
番

　●新しい指定管理者　　
　●地域通貨「彦」の交付を始めます
　●犬の登録と狂犬病予防注射

●グリーンピアひこね 自主講座
●彦根桜まつり 
　　　４月1日㈮～同20日㈬
●３月は自殺対策強化月間  

   
　  ・ ・ ・ 4
　  　・・5
   ・ ・・ 6

 　・・・9

・・・11
・・・14
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彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し
く
、

活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
「
美

し
い
行
為
（
清
掃
な
ど
）」
に
、
地

域
通
貨
「
彦げ

ん

」
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
中
の
「
美
し

い
行
為
」
に
対
す
る
「
彦
」
の
交

付
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
稲
枝
支
所

交
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月

31
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

持
ち
物　

平
成
27
年
度
美
し
い
ひ

こ
ね
創
造
活
動
報
告
書
、
印
鑑

４
月
３
日
㈰
の
午
前
中

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

平
日
は
手
続
き
に
来
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
、「
彦
」
の
交
付
や
参

加
登
録
の
受
付
を
行
う
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
受
け
ら
れ
る
特
典
は
、 

代
金
の

割
引
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
店
舗

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
彦
根
市
の
施
設
の
使
用
料
や
手

数
料
の
う
ち
、
定
め
ら
れ
た
も

の
へ
の
支
払
い
（
１
彦
＝
１
円
と

し
、
お
つ
り
を
受
け
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

③
登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
の
寄
附

④
エ
コ
バ
ッ
グ
（
彦
５
枚
）、
燃
や

す
ご
み
専
用
袋
（
彦
１
枚
）、湖
国

バ
ス
乗
車
券
（
彦
10
枚
で
１
、１
５

０
円
）、
反
射
シ
ー
ル
（
彦
１
枚
）

の
交
換
（
現
金
と
「
彦
」
を
組
み
合

わ
せ
て
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
）

平
成
25
年
度
発
行
の
「
彦
」
の

有
効
期
限
は
平
成
28
年
３
月
31
日

㈭
で
す

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
期
間
内
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成
25
年
度
発
行
の

「
彦
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

日
時　

４
月
３
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
〜
正
午

休
日
の
臨
時
窓
口　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
（
支
所
は
あ
り
ま
せ
ん
）

参
加
登
録
が
必
要
で
す

｢

彦｣

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
ま
ず
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造

活
動
」
に
参
加
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
彦｣

の
使
い
方

①
市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な
流
通

▼
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
人
に

「
彦
」
を
渡
せ
ま
す
。

▼
「
彦
」
協
力
店
で
「
彦
」
と
引

き
換
え
に
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
協
力
店

【
飲
食
】
中
国
料
理 

龍
鱗
（
旭
町
）

　

喫
茶
邂か

い

逅こ
う

（
旭
町
）　

ほ
っ
こ

り
カ
フ
ェ
朴も

く

（
尾
末
町
）　

き
ゃ

べ
つ
畑
（
城
町
二
丁
目
）　

彦
根

勤
労
福
祉
会
館
た
ち
ば
な
（
大

東
町
）　

Ｕ
Ｃ
Ｃ
カ
フ
ェ
メ
ル

カ
ー
ド
彦
根
中
央
店
（
中
央
町
）

伊
勢
幾
（
錦
町
）　

も
ん
ぜ
ん
や

（
本
町
一
丁
目
）　

【
小
売
】
キ
ル
ト
パ
レ
ッ
ト
（
旭
町
）

リ
ー
ガ
ル
シ
ュ
ー
ズ
彦
根
店

（
旭
町
）　

ト
ミ
タ
デ
ン
キ
（
河
原

二
丁
目
）　

エ
コ
ス
タ
イ
ル
自
転

車
店
（
河
原
二
丁
目
）　

ひ
こ
ね

街
の
駅
戦
國
丸
（
河
原
三
丁
目
）  

布
市 

出
口
酒
店
（
河
原
三
丁
目
）   

園
芸
セ
ン
タ
ー
森（
清
崎
町
）  

お

も
ち
ゃ
の
店
み
く
ち
や
ギ
ン

ザ
（
銀
座
町
）  

安
澤
種
苗
店
（
銀

座
町
）   

木
野
洋
服
店
（
銀
座
町
）  

花
廣 

銀
座
店
（
銀
座
町
）   

越
川

山
楽
堂
（
栄
町
一
丁
目
）   

西
川

太
陽
堂
（
高
宮
町
）   

松
本
酒
店

（
高
宮
町
）  

あ
な
た
の
本
棚
天

晨
堂
ビ
バ
シ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
（
竹
ケ
鼻
町
）   

ふ
と
ん
の

藤
居
（
中
央
町
）   

時
計
・
宝
石 

藤
塚（
中
央
町
）  

メ
ガ
ネ
の
三
城

南
彦
根
店
（
戸
賀
町
）  

メ
ガ
ネ

の
三
城
彦
根
店
（
外
町
）　

花
廣 

本
店
（
錦
町
）   

木
の
童
具
村
た

か
だ
（
原
町
）  

し
か
の
商
店
（
本

町
一
丁
目
）　

三
中
井
（
本
町
一
丁

目
）　

昆
布
一
北
川
商
店
（
本
町

一
丁
目
）　

時
人
彦
根
店
（
本
町

一
丁
目
）　

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ 

ミ
ヤ
ウ
チ
（
南
川
瀬
町
）　

【
サ
ー
ビ
ス
業
・
そ
の
他
】
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
あ
お
ぞ
ら 

開

出
今
店
（
開
出
今
町
）　

コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
あ
お
ぞ
ら 

甘
呂

店
（
甘
呂
町
）　

き
ょ
う
の
カ
イ

ロ
（
平
田
町
）　

彦
根
城
内
堀
で

の
屋
形
船（
彦
根
城
内
堀
）　

ひ
こ

ね
輪
タ
ク（
彦
根
城
周
辺
）　

ひ
こ

ね
亀
樂
車
（
彦
根
城
周
辺
）

※
協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

ま
ち
づ
く
り
推
進

地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
を
始
め
ま
す

み
ほ
ん

み
ほ
ん

▲色は水色。有効期限が
平 成 28 年 3 月 31 日
までとなっています。

▲「彦」が使えるお店に配布し
ているステッカー（４月１日～）

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
価
格
等

平
成
28
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

　　　
口市
税
務
課

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
額

の
基
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
、

３
月
末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い

価
格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し

ま
す
。

縦
覧
・
閲
覧
に
は
、本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
な
ど
の
提
示
が
必
要

で
す
。
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
の

条
件
や
、
本
人
確
認
の
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
他
の
資

産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
。

■
閲
覧

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

借
地
人
・
借
家
人
も
、
使
用
・

収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の
課
税

内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈮

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
な
ど

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
は
、
閲

覧
の
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

■
審
査
申
出

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
（

総
務
課
内
）
に
、
審
査
の
申

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
出
期
間　

価
格
の
決
定
を
公
示

し
た
日
か
ら
、
納
税
通
知
書
の

交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で

の
間

申
出
が
で
き
る
人　

平
成
27
年
中

に
新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
、地

目
変
更
や
価
格
の
修
正
が
あ
っ

た
土
地
の
所
有
者

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止

 　

 　
　

口市
市
民
課　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
次
の
と
お
り
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止

し
ま
す
。

▼
３
月
15
日
㈫
午
後
５
時
30
分
〜

同
９
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

新
し
い
指
定
管
理
者

　　　
口市
企
画
課　

平
成
28
年
度
か
ら
の
指
定
管
理

者
が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
施
設
に
関
す
る
内
容
な
ど
は

各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

施設名
南老人福祉センター
南デイサービスセンター
北デイサービスセンター
佐和山デイサービスセンター
北老人福祉センター
いろは松駐車場
二の丸駐車場
桜場駐車場
大手前駐車場
本町駐車場
松原水泳場駐車場
京橋口駐車場
中地区公民館
稲枝地区公民館【新規】
子どもセンター【新規】
ふれあいの館　【新規】

指定管理者

社会福祉法人
彦根市社会福祉協議会

医療法人　友仁会
（市直営に変更）

公益社団法人　彦根観光協会

中地区交流の館運営協議会
稲枝地区公民館運営委員会

新・彦根子育てネットワーク

問い合わせ先

　介護福祉課
☎23-9660

　観光企画課
☎30-6120

　生涯学習課
☎24-7974

　子ども・若者課
☎49-2251

委託期間（年度）

平成28年
　　～同32年

　　　ー

平成28年
　　～同31年

平成28年
　　～同31年

平成28年
　　～同31年
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彦根市の人口速報集計

■人口　　総数113,819人
■世帯数　　　　45,624世帯

人口等集計結果の確定値などの情
報は、10月以降順次公表される予
定です。平成27
年国勢調査にご
回答、ご協力い
ただきましてあ
りがとうござい
ました。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-
6101、FAX22-1398

メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
で
、
下
校

時
間
と
重
な
る
午
後
２
時
か
ら
同

６
時
の
間
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
の
大
人

が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

模
範
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
お

手
本
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
と
再
確
認

交
通
安
全
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

①
通
学
路
を
実
際
に
歩
い
て
み
る

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩

き
、
子
ど
も
の
目
線
で
危
険
な
と

こ
ろ
は
な
い
か
点
検
し
ま
す
。
実

際
の
道
路
で
安
全
な
通
行
方
法
を

一
緒
に
考
え
て
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

②
信
号
の
色
の
意
味
や
、
正
し
い

横
断
方
法
を
確
認
す
る

横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
、
ど
の

信
号
を
見
る
の
か
、
青
で
も
左
右

の
確
認
を
し
て
渡
る
こ
と
を
教
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
信
号
を
守
っ
て

い
て
も
、
歩
行
者
に
気
が
付
か
ず

に
車
が
交
差
点
に
入
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
、
運

転
手
が
気
づ
く
よ
う
に
手
を
挙
げ

て
横
断
す
る
こ
と
を
指
導
し
ま

し
ょ
う
。

③
飛
び
出
し
の
危
険
性
を
教
え
る

子
ど
も
は
車
の
存
在
を
忘
れ
、

ふ
ら
ふ
ら
歩
い
た
り
、
急
に
道
路

に
飛
び
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
道
を
歩
く
時
は
、
前
を
見

て
ま
っ
す
ぐ
歩
い
て
、
道
路
を
渡

る
時
は
一
旦
止
ま
っ
て
左
右
を
確

新入学 (園) 児と高齢者の

交通事故防止運動

３月15日㈫～４月15日㈮

犬

の

登

録

と

犬

の

登

録

と

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

　

犬
の
登
録
と
注
射
は
、
飼
い
主

の
義
務
で
す
。
登
録
は
犬
の
一
生

に
１
回
、
注
射
は
毎
年
１
回
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
生

後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

左
表
の
と
お
り

料
金

▼
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

　

３
、４
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注
射

料
金
２
、８
５
０
円
＋
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▼
生
後
91
日
以
上
で
未
登
録
の
犬

６
、４
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注
射

料
金
２
、８
５
０
円
＋
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
＋
新

規
登
録
手
数
料
３
、０
０
０
円
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
お
つ
り

の
い
ら
な
い
よ
う
料
金
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

①
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬
の
飼

い
主
は
、
注
射
案
内
は
が
き
の

問
診
欄
を
記
入
し
、
犬
の
登
録

カ
ー
ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）
と
一
緒

に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

②
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
、
種
類
、
生
年
月
日
、

性
別
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
を
制
止
す
る
（
押
さ
え
る
）

こ
と
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

④
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

⑤
飼
い
主
の
都
合
や
犬
の
体
調
な

ど
に
よ
り
、
会
場
で
注
射
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
で
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は

首
輪
に
つ
け
て
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪
の
代

わ
り
に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、
犬

が
暴
れ
て
外
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

★
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
首
輪
な

ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷
子
犬

に
な
っ
た
と
き
に
、
飼
い
主
を

探
す
大
切
な
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。

★
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死

亡
な
ど
登
録
カ
ー
ド
の
内
容
に

変
更
が
あ
れ
ば
、

生
活
環
境

課
に
変
更
届
ま
た
は
死
亡
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

時　　間
11：00～11：30
13：00～13：30
14：15～14：45
9：30～10：30
11：15～11：45
13：30～14：00
10：00～10：45
13：30～14：15
9：30～10：00
11：00～11：30
13：30～14：00
10：00～10：30
11：30～12：00
13：30～14：00
10：00～10：30
11：00～11：30
13：30～14：00
10：00～10：45
13：30～14：30
10：00～10：30
11：00～11：30
13：30～14：00
10：00～10：30
11：15～11：45
13：30～14：00

月　日

　11日㈪

　13日㈬

　15日㈮

18日㈪

20日㈬

22日㈮

25日㈪

10日㈫

12日㈭

実　施　会　場
新 海 町 公 民 館
稲 枝 支 所（田原町）
本 庄 町 公 民 館
中 地 区 公 民 館 (大藪町 )
県立彦根総合運動場スイミングセンター(松原町)
鳥 居 本 出 張 所（ 鳥 居 本 町 ）
福 祉 セ ン タ ー（ 平 田 町 ）
グリーンピアひこね (清崎町 )
市 役 所 北 側 駐 輪 場 （ 元 町 ）
湖東健康福祉事務所（彦根保健所）（和田町）
東 沼 波 町 会 館
南 地 区 公 民 館 （ 甘 呂 町 ）
ひ こ ね 燦 ぱ れ す （小 泉 町 ）
武 道 場 （ 京 町 二 丁 目 ）
稲 部 町 民 広 場
亀 山 出 張 所 （ 賀 田 山 町 ）
人権・福祉交流会館（犬方町）
高宮地域文化センター（高宮町）
旭 森 地区公民館 （正法寺町）
グリーンピアひこね (清崎町 )
河 瀬 出 張 所 （ 森 堂 町 ）
市 役 所 北 側 駐 輪 場 （ 元 町 ）
原 町 東 集 会 所
福 祉 セ ン タ ー（ 平 田 町 ）
稲 枝 支 所（田原町）

犬の登録と狂犬病予防注射　日程表

４月

５月

狂犬病予防の必要性
▶狂犬病はいったん発症すると治療法がなく、人
間と動物に共通する、致死率100％の恐ろし
い感染症です。

▶狂犬病は全世界に分布しています（日本、英国、
オーストラリアなどの一部の国々を除く）。

▶狂犬病により、世界では年間約5万5千人の人
が亡くなっていて、このうちアジア地域で約3
万人以上が亡くなっていると推計されていま
す。

▶平成18年には、海外で犬にかまれ、帰国して
から狂犬病を発症して死亡する事例がありまし
た。

▶日本では、主に犬の登録、予防注射、野犬の収
容などにより、狂犬病の撲滅に成功しています。
しかし、日本の犬の輸入元は、アジア地域など
狂犬病発生国からが 9割を超えており、いつ
狂犬病が発生してもおかしくない状態です。
（出所　厚生労働省、農林水産省、世界保健機構）

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

　　　
口市
障
害
福
祉
課

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」
が
、
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
て
共
生
す
る
社
会
を
め
ざ
し
た

も
の
で
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
た
め
に
、
自
治
体
や
民
間

事
業
所
な
ど
に
対
し
て
障
害
の
あ

る
人
に
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

を
禁
止
す
る
こ
と
や
、
筆
談
、
読

み
上
げ
な
ど
の
合
理
的
配
慮
を
す

る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

正
当
な
理
由
が
な
く
、
障
害
を

理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
人

に
対
す
る
権
利
や
利
益
の
侵
害
に

あ
た
り
ま
す
。

▼
財
・
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
機
会
の

提
供
を
拒
否
す
る

▼
場
所
・
時
間
帯
な
ど
を
制
限
す

る
▼
障
害
の
な
い
人
に
対
し
て
は
付

さ
な
い
条
件
を
付
け
る　

な
ど

■
合
理
的
配
慮

行
政
機
関
や
事
業
者
な
ど
が
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
過
度

な
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、
障

害
に
合
っ
た
工
夫
や
配
慮
を
す
る

よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

▼
段
差
に
携
帯
ス
ロ
ー
プ
を
渡
す

▼
筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど

障
害
理
解
を
深
め
る
た
め
の

講
演
会

「
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
に
」

日
時　

３
月
27
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
同
４
時

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

（
竹
ケ
鼻
町
）
２
階
ビ
バ
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル

詳
し
い
内
容
は
、
３
月
１

日
号
24
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

に
よ
る
意
思
疎
通

▼
休
憩
時
間
の
調
整　

な
ど

彦
根
市
で
も
、
相
談
体
制
の
整

理
、
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域

協
議
会
の
設
置
な
ど
法
律
の
施
行

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

交
通
事
故
か
ら

〝
児
童
〞
を
守
る
た
め
に

　　　
口市
交
通
対
策
課

春
先
、
新
入
学
児
童
が
慣
れ
な

い
通
学
路
を
歩
き
ま
す
。

行
動
範
囲
も
広
が
り
、
思
わ
ぬ

交
通
事
故
に
遭
遇
す
る
危
険
性
も

高
ま
り
ま
す
。
小
学
生
の
交
通
事

故
の
多
く
は
自
宅
か
ら
５
０
０

認
し
、
近
づ
い
て
く
る
車
が
あ
れ

ば
通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
つ
こ
と
を

繰
り
返
し
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

Ｊ
Ｒ
河
瀬
駅

西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止

　　　
口市
交
通
対
策
課　

Ｊ
Ｒ
河
瀬
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
備
を
修
繕
す
る
た
め
、
作

業
中
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

３
月
17
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
通
常

ど
お
り
運
転
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番
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「
ウ
ィ
ズ
」会
議
室（
平
田
町
）　
〈
対

象
〉
小
学
新
４
〜
新
６
年
生
と
そ

の
保
護
者　
〈
定
員
〉 

各
ク
ラ
ス

親
子
10
組　

※
申
込
者
多
数
の
場

合
は
公
開
抽
選
（
４
月
１
日
㈮
午
前

10
時
）
を
行
い
、結
果
を
申
込
者
に

連
絡
し
ま
す
。　
〈
費
用
〉 

５
千
円

（
全
５
回
分
）　
〈
申
込
期
限
〉
３
月

31
日
㈭
（
必
着
）　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０

４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
５
２
９
番　

※
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
に
①
受
講
希
望
ク

ラ
ス
②
名
前
（
親
子
）・
フ
リ
ガ
ナ

育
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
！

親
子
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

〈
春
コ
ー
ス
〉

〈
内
容
〉レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
組
み
立
て
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

の
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
動

か
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
▼
ク
ラ

ス
①
４
月
９
日
、
５
月
14
日
、
６

月
11
日
、
7
月
９
日
、
８
月
13
日　

▼
ク
ラ
ス
②
４
月
23
日
、
５
月
28

日
、６
月
25
日
、７
月
23
日
、８
月

27
日　

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分　
〈
場

所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

自
主
講
座　

 

〈
内
容
〉
花
の
栽
培
や
、
旬
の
野

菜
を
使
っ
た
料
理
の
教
室
で
す
。　

〈
講
座
・
内
容
・
費
用
な
ど
〉 

下

表
の
と
お
り　

※
申
込
時
に
、
受

講
料
、
教
材
費
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。　

※
中
途
退
会
者
に

受
講
料
な
ど
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ

こ
ね　

ほ
か　
〈
対
象
〉
市
内
に

在
住
・
在
勤
の
人 　
〈
申
込
期
間
〉

４
月
１
日
㈮
〜
同
12
日
㈫　
〈
そ

の
他
〉
各
講
座
と
も
先
着
順
に
受

け
付
け
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。
定
員
に
満
た
な
い

講
座
は
開
講
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎

町
１
１
１
８
）
☎
25-

３
９
０
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　都合により曜日が変更になる可能性があります。

米飯を主に、旬の野菜などを
素材とした調理を実習する

アグリ料理教室
５月～平成29年２月
の木曜日

回数 時間 教材費・諸経費受講料定員内容講座 期間

9回
10：00
　～13：00

30人 1,800円

花の栽培管理技術と、季節に
合わせた手入れ法を学ぶ

園芸（花づくり）教室 ５月～12月の火曜日 8回
  9：30
　～11：30

15人 1,600円 500円
＋実費

5,500円

土づくり、苗の育て方から開
花までの栽培技術を学ぶ

菊講座 5月～12月の金曜日 10回
  9：30
　～11：30

10人 2,000円 3,000円

③
学
校
名
・
新
学
年
④
郵
便
番
号

⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦（
あ
れ
ば
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
、
返
信
の
表
に
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
そ
れ

ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ホストファミリーを体験しませんか
滋賀県立大学では日本での生活体験や、日本語の向
上などを目的に来日するアメリカの留学生を受け入れ
ていただける家庭（ホストファミリー）を以下2プログラ
ムでそれぞれ募集します。
応募条件　①国際交流に理解のある家庭②集合場所ま
での送迎③個室を提供④ボランティアで受け入れて
いただけること 
※単身世帯は応募できません。
事前説明会　日程は応募者に連絡します。

①CLS（重要言語奨学金）プログラムホームステイ
受入期間　①6月4日㈯～7月2日㈯
　　　　　②7月2日㈯～7月29日㈮
募集ホストファミリー数　23家庭
応募期限　1次締切：4月1日㈮　
　　　　　2次締切：4月15日㈮
申込・問い合わせ先　滋賀県立大学CLSプログラム
実行委員会☎・FAX28-8600　
　Ｅメール englishroom119@gmail.com

②サマープログラム週末ホームステイ
受入期間　6月 24日㈮夕方～同26日㈰（2泊3日）
募集ホストファミリー数　6家庭
応募期限　4月 8日㈮
申込・問い合わせ先　滋賀県立大学国際化推進室
　☎28-8504、Ｅメール iec-staff@office.usp.ac.jp

平
成
26
年
度
本
市
の
ご
み
総
排

出
量
は
、
約
４
万
３
千
ト
ン
と
前

年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご

み
排
出
量
は
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
総
排
出
量
の
内
、
約
８
割

（
約
３
万
４
千
ト
ン
）
を
燃
や
す
ご

み
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
湿

重
量
ベ
ー
ス
で
約
４
割
が
「
生
ご

み
」
で
す
。
生
ご
み
の
８
〜
９
割

が
水
分
で
あ
り
、
捨
て
る
前
の
水

切
り
や
乾
燥
で
ご
み
減
量
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は

「
生
ご
み
」
を
資
源
と
し
て
、有
効

に
活
用
す
る
た
め
の
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

地域で生ごみを堆肥化しよう！

簡易生ごみ処理
普及事業の委託
団体を募集

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
簡
易
な

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
専
用
の
バ

ケ
ツ
と
微
生
物
の
力
を
借
り
る
方

法
（
簡
易
生
ご
み
処
理
）
が
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、
簡
易
生
ご
み
処
理

を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
市
民
団
体

の
皆
さ
ん
に
実
践
い
た
だ
き
、
普

及
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
は
、
優
良
な
有
機

肥
料
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
者
か
ら
は
「
野
菜
が
お
い
し
く

な
っ
た
」「
化
学
肥
料
な
し
で
も
野

菜
が
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

内
容

▼
バ
イ
オ
菌
を
用
い
た
簡
易
生
ゴ

ミ
処
理
の
普
及
、
啓
発
を
行
う

▼
年
度
末
に
実
績
報
告
の
提
出

▼
「
ボ
カ
シ
※
」
の
原
料
を
購
入
・

製
作
し
、
会
員
に
ボ
カ
シ
を
配

布　

な
ど

※
ボ
カ
シ　

米
ぬ
か
や
、
も
み
殻

に
有
用
な
微
生
物
な
ど
を
混
ぜ

て
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
す
。
生

ご
み
の
発
酵
を
促
し
ま
す
。

対
象　

市
内
で
活
動
す
る
、
市
内

在
住
の
構
成
員
が
５
人
以
上
の

団
体

募
集
期
間　

３
月
16
日
㈬
〜
同
31

日
㈭

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

生

活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

▼
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か

◯
昨
年
の
広
報
ひ
こ
ね
３
月

15
日
号
で
「
生
ご
み
か
ら
堆

肥
が
で
き
る
」
と
い
う
記
事

を
読
ん
で
興
味
を
も
っ
た

数
名
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
19
人
ま
で
増
え

て
い
ま
す
。

▼
一
年
間
を
通
し
て
の
感
想

は
あ
り
ま
す
か

◯
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
参

加
で
き
る
活
動
な
の
で
、
今

で
は
良
い
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

ご
み
減
量
に
も
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ど
れ
ぐ
ら
い
集
ま
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
か

◯
５
・
６
・
10
月
の
３
回
、
生
ご

み
堆
肥
化
に
必
要

な
ぼ
か
し
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
10

月
に
は
米
の
と
ぎ

汁
を
使
っ
た
発
酵

液
作
り
も
実
施
し

ま
し
た
。

▼
生
ご
み
か
ら
で

き
た
堆
肥
を
使
用

し
た
感
想
は

◯
生
ご
み
処
理
を

初
め
て
１
年
目
な

の
で
、
今
後
の
野
菜
作
り
に

効
果
が
出
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
生
ご
み

処
理
容
器
か
ら
取
れ
る
発

酵
液
を
液
肥
と
し
て
利
用

で
き
、
花
付
が
良
く
な
っ
た

こ
と
や
、
観
葉
植
物
が
元
気

に
な
る
な
ど
、
効
き
目
が
あ

り
ま
し
た
。 

▼
こ
れ
か
ら
生
ゴ
ミ
の
堆
肥

化
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
人
へ

◯
最
初
は
生
ご
み
の
堆
肥
化

に
つ
い
て
大
変
な
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、
や
り
始
め
る

と
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
始
め

て
か
ら
、
ご
み
減
量
の
意
識

が
高
く
な
り
ま
し
た
。
家
庭

で
畑
な
ど
を
し
て
い
る
人

に
は
お
勧
め
で
す
。

野菜作りが楽しみ♪
生ゴミ堆肥は効き目あり

甲崎笑エコとクラブ

〝
春
〞
よ
っ
て
お
い
で
よ

 

元
気
っ
子

〈
内
容
〉
歌
を
歌
っ
た
り
、
手
作

り
お
も
ち
ゃ
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し

た
り
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
４
月

２
日
㈯
午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分　

〈
場
所
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂

町
）　　
〈
対
象
〉
３
歳
〜
５
歳
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
３
歳
未
満

の
同
伴
可
）　
〈
定
員
〉
50
組
（
先
着

順
）　 〈
費
用
〉
１
０
０
円　
〈
申
込

期
限
〉
３
月
22
日
㈫　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
各
小
学
校
区
の
主

任
児
童
委
員
ま
た
は

社
会
福
祉

課
☎
23-

９
５
９
０
番
へ

滋
賀
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者

〈
日
時
〉
４
月
16
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
５
時　
〈
場
所
〉
滋
賀
大

学
経
済
学
部
校
舎
内
（
馬
場
一
丁

目
）　
〈
店
舗
数
〉
50
店
舗
（
先
着
順
）
　

〈
出
店
料
〉
無
料　
〈
申
込
期
限
〉

４
月
３
日
㈰　
〈
そ
の
他
〉飲
食
物

の
販
売
は
禁
止　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
滋
賀
大
学
開
学
祭
実
行

委
員
会
（
〒
５
２
２-

８
５
２
２　

馬

場
一
丁
目
１-

１
）
☎
０
８
０-

１
６

１
８-

０
０
７
９
番
（
中
薗
さ
ん
）、　

Ｅ
メ
ー
ルnakazono0822@

gm
ail.com
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◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

か
え
り
み
ち
に
し
び
に
ひ
か
る
ぼ
く
の
ほ
お　
　
　
　
　

松
浦　

碧あ

音お 

さ
ん
（
城
北
小
学
校
２
年
）

　

か
ま
く
ら
は
み
ん
な
は
い
れ
る
ひ
み
つ
き
ち　
　
　
　
　

今
田　

侑ゆ
う

亜あ 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
２
年
）

　

あ
き
ぞ
ら
に
か
い
て
み
た
い
な
く
じ
ら
ぐ
も　
　
　
　
　

二に

木き　

育い
く

海み 

さ
ん
（
稲
枝
東
小
学
校
１
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部　

　

い
わ
し
雲
ほ
か
の
形
も
見
え
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

芽め

夢い 

さ
ん
（
鳥
居
本
小
学
校
４
年
）

　

ま
が
り
角
す
ず
し
い
風
が
広
が
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

凛り
ん 　

さ
ん
（
城
北
小
学
校
４
年
）

   

あ
ま
が
え
る
フ
ェ
ン
ス
い
ろ
に
へ
ん
し
ん
だ               

川
原　

結ゆ

衣い 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

七
夕
や
美
し
い
空
一
番
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

愛あ
い

莉り 

さ
ん
（
旭
森
小
学
校
５
年
）

　

つ
く
し
ん
ぼ
家
族
み
た
い
に
な
ら
ん
で
る　
　
　
　
　
　

前
川　

瑞み
ず

稀き 

さ
ん
（
高
宮
小
学
校
５
年
）

　

春
の
風
ぎ
ゅ
ー
っ
と
私
を
だ
き
し
め
る　
　
　
　
　
　
　

松
井　

美み

羽う 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
）

◆
中
学
生
の
部

　

鹿
の
群
れ
夕
日
に
向
か
い
立
ち
な
ら
ぶ　
　
　
　
　
　
　

赤
井　

亮り
ょ
う

映え
い 

さ
ん
（
南
中
学
校
１
年
）

　

ゆ
き
だ
る
ま
と
け
て
い
く
ま
で
家
族
だ
よ　
　
　
　
　
　

東と
う

門も
ん   

夢ゆ
め

叶か 

さ
ん
（
中
央
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

く
じ
ら
ぐ
も
の
っ
て
み
た
い
な
そ
ら
の
た
び　
　
　
　
　

水
田　

大は
る

翔と 

さ
ん
（
城
西
小
学
校
１
年
）

　

あ
め
の
ひ
も
し
ご
と
に
い
く
よ
お
と
う
さ
ん　
　
　
　
　

杉
原　

采あ
や

紗さ 

さ
ん
（
高
宮
小
学
校
２
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部　

　

四
時
間
目
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
い
い
に
お
い　
　
　
　

   

齋
藤　

亮り
ょ
う

太た 

さ
ん
（
城
南
小
学
校
４
年
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

夕
日
よ
り
わ
た
し
の
一
歩
は
か
が
や
け
る　
　
　
　
　
　

三み

須す　

麻ま

友ゆ

香か 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
）

◆
中
学
生
の
部

　

テ
ス
ト
前
部
屋
の
掃
除
を
し
始
め
る　
　
　
　
　

         

外と
の

村む
ら　

由ゆ

佳か

り 

さ
ん
（
東
中
学
校
２
年
）

　

ほ
ら
聴
い
て
だ
れ
が
欠
け
て
も
出
な
い
音　
　
　
　
　
　

溝
尾　

萌も
え

華か 

さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

た
の
し
い
な
お
う
え
ん
が
っ
せ
ん
う
ん
ど
う
か
い
大
き
な
こ
え
で
お
う
え
ん
す
る
よ　
　

      

江
畑　

和か
ず

哉や 

さ
ん
（
城
南
小
学
校
１
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
き
て
い
く
服
を
え
ら
ん
で
る
お
う
ち
で
わ
た
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー　
　
　

西
野　

翠み

栞お
り 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

モ
ミ
ジ
見
て
思
う
手
い
つ
も
赤
子
の
手
モ
ミ
ジ
見
る
た
び
思
う
妹　
　
　
　
　

                  

廣
田　

紫し

星せ
い 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
） 

　

お
月
様
小
さ
な
星
と
い
っ
し
ょ
だ
と
お
も
し
ろ
そ
う
に
町
を
照
ら
す
よ　
　
　
　
　

            

山
田　

蒼あ
お

葉ば 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
）

◆
中
学
生

　

被
災
者
を
助
け
て
あ
げ
た
い
僕
が
い
る
大
切
な
の
は
助
け
合
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

      

松
岡　

龍り
ゅ
う　

 

さ
ん 

（
中
央
中
学
校
２
年
）　　

   

子どもが日本語の持つ本来の美しさを感じ、豊かな
表現力（考える力・書く力・伝える力）を育てることを目
的に、文芸作品を広く募集したところ、延べ5,595
人の児童・生徒の皆さんから、俳句5,482点、川柳
2,268点、短歌1,153点、詩462点の応募をいた
だきました。

　彦根文芸協会の協力による審査の結果、特選29点、
準特選73点、佳作145点、入選262点
が選ばれました。
　各部門の特選は次の皆さんです。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
☎23-7810、　FAX21-3080

川　　　柳 俳　　　句短　　　歌

◆
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　
『
か
き
ご
お
り
』　

　
　
　

徳
永　

明あ
か

李り 

さ
ん
（
城
西
小
学
校
１
年
）

　
『
み
ど
り
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

田
中　

美み

結ゆ
う 

さ
ん
（
亀
山
小
学
校
２
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
『
秋
が
き
た
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

幸ゆ
き

重し
げ　

季り

空く 

さ
ん
（
城
南
小
学
校
４
年
）

　
『
石
』　　
　
　
　
　

　
　
　

東
川　

拓た
く

翔と 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
『
鏡
に
映
っ
た
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

三
井　

卓た
く

巳み 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
６
年
）

　
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
』　　
　
　

　
　
　

安あ
ん

齋さ
い   

来こ
の

花は 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
５
年
）

◆
中
学
生
の
部

　
『
未
来
』 　
　
　

 　

　
　
　

田
島　

美み

帆ほ 

さ
ん
（
東
中
学
校
３
年
）

詩

入賞者決まる 第6回第6回（平成27年度）（平成27年度）  ひこね子どもひこね子ども文 芸 作 品文 芸 作 品

彦根城　桜　まつり　４月１日㈮～同20日㈬

観光センター

大手前保存用地

馬屋

夜間ライトアップ
　桜まつりの期間中、彦根城内堀沿いでは、夜桜見物
をお楽しみいただくためのライトアップを日没から
21：00まで実施します。（期間は、開花状況に応じて変
更する場合があります）

交通規制（歩行者用道路）のお知らせ
　桜まつり期間中、彦根城内は市内外から多くの来訪
者でにぎわうため、混雑が予想されます。
　事故防止のため、城内で交通規制を実施しますので、
ご協力をお願いします。
規制区間と期間
▶馬屋の北側交差点～黒門前（右図の　　　部分）
　期間中の毎日 9：00～ 22：00（歩行者用道路）
▶いろは松～彦根東高校前（右図の　　　部分）
　桜の見頃の期間中 9：00～ 18：00（歩行者用道路）
※桜まつりの期間中、城内と城周辺道路は混雑します。
ご来城には、できるだけ公共交通機関をご利用くだ
さい。また、周辺住民の迷惑となる路上駐車はしな
いでください。
　開花状況によっては彦根警察署の指導により、期間

前の３月下旬から交通規制を実施することがあります。
　桜の開花状況や、交通規制の情報は、（公社）彦根観光
協会公式サイト（http://www.hikoneshi.com）をご覧ください。
問い合わせ先　（公社）彦根観光協会☎ 23-0001、
FAX26-1919、 観光企画課☎ 30-6120、
FAX24-9676

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

4月9日㈯
14：00～

絵 本 を 楽 し む
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊びなど
テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

4月20日㈬
11：00～

おひざでだっこの
お は な し 会

絵本の読み聞かせ、わらべうた、手遊び　　　　　
彦根の図書館を考える会

4月16日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」で伝えます。　　　　　
彦根おはなしを語る会

4月2日㈯
14：00～

楽しいおはなしの
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊び、大型絵本など
ひこね児童図書研究グループ

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

3月20日（日・祝）
10：00～14：00

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。
※雨天中止。来客用駐車場は西中学校の隣の空き地です。
　生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

集 合 場 所 ：
彦 根 城 博 物 館 入 口
（ 金 亀 町 ）

彦根城の桜の観察
4月3日㈰

9：00～12：00

桜の歴史や特徴を学びながら、楽しく観察しましょう。　
※天候により中止する場合があります。
持ち物：筆記用具・雨具
費　用：100円
彦根自然観察の会（担当：渡邉さん）☎28-3867

4月9日㈯
10：00～12：00

外 国 出 身 者 に
日本語を教えませんか

外国出身の人に向けて、ボランティアで日本語を教える
ことを学ぶ講座です。
彦根にほんご教師会（富川さん）☎090-1488-3526

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

4月9日㈯
10：00～11：30

乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコなどの遊
具をそろえ、「室内ゆうえんち」を開園します。広い会場
で思いきり体を動かして遊びましょう。

　男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
軽 運 動 室 ・ 会 議 室
☎・FAX24-3529

大手前第２保存用地
（ 金 亀 町 ：
滋賀大学テニスコート横）

3月28日㈪
16：00～17：30がん医療者研修会

緩和ケアと放射線治療について、専門医が詳しくお話し
します。医療従事者向けの内容ですが、市民の皆さんも
参加できます。定員：60人（当日、先着順）
市立病院がん相談支援センター☎22-6050、FAX22-6093

市 立 病 院 ３ 階 講 堂
（ 八 坂 町 ）

アル・プラザ彦根6階
大学サテライトプラザ彦根
（ 大 東 町 ）
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 など

人権なんでも相談
いじめ、あらゆる差別など、人権に関する相談に人権擁護
委員が応じます。
大津地方法務局彦根支局☎22-0242

4月6日㈬、同20日㈬
13：00～15：00

相 談 室
（ 市 役 所 1 階 ）

相続に関する手続き（遺言書の作成、遺産分割に関すること
など）の相談に応じます。（予約制。3月30日㈬８：30から）
※市内在住、在勤者に限定

行政書士無料相談会
相 続 手 続 相 談

4月8日㈮
13：00～15：00

行政相談委員による
行 政 相 談

4月11日㈪
13：00～15：00

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます。※市内在住、在勤者に限定　まちづくり推進室

（ 市 役 所 1 階 ）
   ☎30-6117
FAX22-1398

悩みを抱える子どもからの相談、子育てで悩んでいる保
護者や家族からの相談に応じます。（電話相談）

毎週月・水曜日
（祝日は除く）

14：00～17：00

子どもと親の悩みの
相 談 電 話

　 教  育  研  究  所
☎23-7867

（相談専用電話）

さまざまな人権問題についての相談を受け付ける相談電
話です。電話は最寄りの法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

全国共通人権相談ダイヤル
みんなの人権110番

☎0570-003-110
（相談専用電話）

担当弁護士がすでに申込者と利害関係がある人の相談を受
けている場合などは、相談が受けられないことがあります。
（予約制。4月13日㈬8：30から先着6人）相談料：１回（30分）
5,400円（相談日にお支払いください）
※市内在住、在勤者に限定

4月22日㈮
13：00～16：00

滋賀弁護士会
法 律 相 談

4月15日㈮
13：00～16：00

相続・売買登記、土地の分筆・合筆、建物登記などの相談
に応じます。（予約制。4月6日㈬ 8：30から先着6人）
※市内在住、在勤者に限定

登　　　記
相　　談

表 示 登 記

子どものことをはじめとする家庭内の悩み（育児不安、児
童虐待、ドメスティック・バイオレンスなど）について、相
談に応じます。

子ども・家庭相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

　 家 庭 児 童 相 談 室
（　福祉センター）
    ☎23-7838
FAX26-1768

多重債務問題や架空請求への対処、悪質商法の被害、ク
－リング・オフの方法など、消費生活や契約のトラブル
に関する相談に応じます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）

  9：00～12：00
13：00～16：15

消 費 生 活 相 談
　　　　　生　活　環　境　課
消費生活相談窓口

（ 市 役 所 １ 階 ）
☎30-6144

保 険 料
土 曜 納 付 相 談

毎月1回、土曜日に相談窓口を設けて、国民健康保険料、
介護保険料および後期高齢者医療保険料の納付について
の相談に応じます。

3月26日㈯
8：30～12：00

　 保 険 料 課
（ 市 役 所 1 階 ）

☎30-6137

仕事のこと、家族のこと、地域のことなど、困りごとの相
談に応じます。　
彦根市社会福祉協議会☎22-2821、FAX22-2841

毎週水・金曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00
心 配 ご と 相 談 所

　 福 祉 セ ン タ ー
☎22-0294

（相談専用電話）

　学校教育課学校支援室
☎24-7977

（相談専用電話）

いじめの悩み、ご相談ください。苦しい現状から立ち直
れるよう、教育現場の経験者などが相談に応じます。 
※匿名可。家族からの相談も受け付けます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
9：00～17：00

い じ め 相 談
ほ っ と ラ イ ン

☎27-2400
（祝日は除く）

（相 談 専 用 電 話）

市役所などでの手続き、生活の中で困ったことなどの相
談に、３つの言語で応じます。
水曜日＝英語、木曜日＝ポルトガル語、金曜日＝中国語

毎週水～金曜日
10：00～12：30
13：30～16：00

多 言 語 電 話 相 談

交 通 事 故 相 談
毎週火・木曜日
  9：00～12：00
13：00～16：00

湖 東 合 同 庁 舎 ２ 階
（ 元 町 ）

被害者・加害者を問わず、専門の相談員が相談に応じます。
電話による相談にも応じます。（祝日を除く月～金曜日）
県立交通事故相談所彦根分室☎27-2230

ひこね市民活動センター
（ 池 州 町 ）

市民活動・ボランティアを始めてみたい、活動していて困っ
たことなどの相談に応じます。
☎24-4461、FAX47-5402、Eメール hikone.cac@gmail.com

毎週火～土曜日
12：00～18：00

市 民 活 動 ・
ボランティア相談

女性、男性を問わず、心の悩み、夫婦・家族関係、職場
の人間関係（セクハラなど）、子どもに関することなど、
さまざまな相談に応じます。

毎週水～金曜日
13：00～16：00

ウィズ相談室
総 合 相 談

要予約

専門相談は、総合相談を受けたあとで、必要な人のみ予約
できます。
「法律相談」では弁護士が、「こころの悩み相談」では臨床
心理士が相談に応じます。

ウィズ相談室
専 門 相 談
（ 法 律 相 談 ）
（こころの悩み相談）

　男女共同参画センター
「ウィズ」

（　福祉センター前）
相談専用ダイヤル
☎21-5757
（祝日は除く）

図書館休館日
（4月）

4日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪、
28日㈭、29日（金・祝）

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300
※駐車場での駐車時間は、１か所当たり30～40分間です。

5日㈫

6日㈬

7日㈭

8日㈮

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

16日㈯

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

23日㈯

26日㈫

27日㈬

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 町 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
みずほ文化センター前駐車場
稲 枝 駅 （ 仮 駅 舎 ） 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
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１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

4月

彦根市事業公社
☎23-4135　FAX23-4134

1日㈮

4日㈪

5日㈫

6日㈬

7日㈭

8日㈮

11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮
25日㈪
26日㈫
27日㈬
28日㈭

野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁
目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、松原一丁目、松原二丁目、
松原（四ッ川）、西今（松田団地）、平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、芹、安清、三津屋、野瀬、西今、
西今（伊庭団地）、須越
里根、外、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、
池州、野田山、八坂、須越、西今、開出今（蔵の町
団地）、八坂東団地、正法寺、幸
地蔵、小泉（開出）、山之脇、芹川（北・南・大仏・
千鳥ヶ丘）、宇尾、竹ケ鼻、開出今（蔵の町団地）、八
坂東団地、里根、外、開出今
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上・下）、
開出今、甘呂、岡、東沼波（サニー団地）、橋向
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東
部）、中央（第２・３部）、大東、錦（第１部）、京町一
丁目、京町二丁目、京町三丁目、甘呂、清崎（東・西・
清崎団地）、開出今（1部）、八坂北、地蔵
城町二丁目、栄町二丁目、正法寺（太平団地）、馬場一丁
目、馬場二丁目、八坂北、開出今（1部）、日夏、長曽根
和田、佐和、小泉、戸賀、長曽根南、京町一丁目、
京町二丁目、京町三丁目、大東、錦、中央、大藪、日夏、
賀田山（大山・小山・茂賀・小田部）
新、芹中、小泉、平田（南・中）、中藪、日夏、金沢（林・中下・
長江）、田原、金田、石寺（上・下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、
肥田、稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、尾末、中藪、
元、船、旭、佐和
平田（北・西）、岡、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、
稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）、稲部
（東）、彦富（笹田団地を除く）、鳥居本地区
新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、古沢（佐和山東・
佐和山西）、柳川、上西川、下西川、彦富、西沼波（出
屋敷）、大堀、鳥居本地区
柳川、稲部（稲部）、稲里、東沼波、西沼波（本郷住宅）、
大堀、太堂、千尋、肥田（西肥田を除く）、古沢（東山・
松縄手・沢・駅東・三ノ丸）、鳥居本地区
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
楡、安食中、鳥居本地区
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁
目、極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士

4月

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
　（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日です）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
　することがありますが、ご了承ください。
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

142016・3・15

4 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査
　
子育てに関する情報交換や、友だ
ちづくり
日時　4月5日㈫　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　　子どもセンター多目的室
対象　市内に住民登録のある２～
　　6か月児とその保護者
持ち物　バスタオル

保健師、助産師、栄養士が相談に
応じます。
日時　4月14日㈭・同28日㈭
　　　9：30～11：00
場所　くすのきセンター1階
　　※栄養士に相談できる日は、
　　　4月28日㈭です。

持ち物　母子健康手帳

～１日２回食に進みましょう～
　栄養士の話、離乳食の試食など
　※参加は1人1回限りです。
日時　4月8日㈮
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　くすのきセンター2階
対象　市内に住民登録のある７～
　　８か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳

※個人通知はありませ
んので「すくすく手
帳」で内容・持ち物
をご確認ください。

※１歳６か月児健診は
仕上げみがき用歯ブ
ラシをお持ちくださ
い。

※２歳６か月児健診は
問診票に「ささやき
声検査」の結果をご
記入ください。

※３歳６か月児健診で
は、検尿があります。
朝一番の尿を、きれ
いに洗った容器に入
れてお持ちください。
（容器はお持ち帰り
ください）

※対象児の生年月日をご確認の
　うえ、お越しください。
※該当月に来られない場合は、
　ご連絡ください。

赤ちゃんサロン

乳幼児個別相談

離 乳 食 教 室

健　診　名 実施日 対　　　　　　象

場　　所　くすのきセンター1階

４ か 月 児

10か月児

１歳６か月児

２歳６か月児

３歳６か月児

受付時間　13  ：  00～14  ：  00

平成27年 31月 日～ 月 日生

平成27年

平成27年

平成27年

12 12

19日㈫

26日㈫

6日㈬

20日㈬

8日㈮

15日㈮

14日㈭

21日㈭

11日㈪

18日㈪

16

30月 日～ 月 日生16

月 日～ 月 日生　112 12 15

月 日～　1 月 日生6 15

平成25年

平成25年

月

30月 日～ 月 日生

月 日～9 月 日生　1

　1

月

9

9

平成26年 月 日～9 日生9

15

16

月 日～9 日生　1平成24年 9 15

平成26年 月月 日～9 16 9 30

9

月 日～9 日生平成24年 9 3016 月

日生

15

6

6 6

喫煙は、ニコチン依存です。「タバコのない新しい生活」、
「タバコのない新しい自分」に出会うための一歩を応援し
ます。
日時　4月13日㈬
　9：00～、10：00～、11：00～
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）
内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）
　▶たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検査）
●たばこのやめ方についてのアドバイス
申込・問い合わせ先　 健康推進課

らくらく禁 煙 相 談

2月 27日、家庭学習などに自主的に取り組ん
だ児童や生徒を表彰する彦根マイ☆（スター）賞
の表彰式が、玄宮楽々園内の槻御殿でありました。
この賞は、①家庭での自主学習ノート部門と②

ずっと続けてがんばっている部門の２つで構成
され、あわせて220点（入賞24点）の応募があ
りました。
最優秀賞を受賞した①部門の軸原伊

い

織
おり

さん（西
中２年生）は「3年生に向けてこれからも継続し
て勉強していきます」と話し、同じく②部門で受
賞した水野悠

ゆう

久
く

さん（稲枝西小６年生）は「魚が好
きで図鑑を作りました。２，０００種類ぐらいあ
ります。将来にいかしていきたいです」と２人と
も今後も継続して取り組むとのことでした。

こ
つ
こ
つ
継
続
し
た
証

第
２
回
彦
根
マ
イ
☆
（
ス
タ
ー
）
賞
表
彰
式

２
月
25
日
、 

高
宮
小
学
校
で
国
語

の
教
材
で
使
わ
れ
る
お
は
な
し
を
も

と
に
し
た
造
形
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
体
験
学
習
は
、
滋
賀
県
立
大

学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
「
お
と
く
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
協
力
の
も
と
に
行

わ
れ
、
児
童
た
ち
は
絵
の
具
や
ク
レ

パ
ス
を
使
っ
て
物
語
の
想
像
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

児
童
ら
に
体
験
指
導
し
た
講
師
で

絵
画
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
め
る
へ
ん
り

え
こ
さ
ん
は
「
協
力
し
て
絵
を
完
成

さ
せ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
大
き
く
描

け
て
い
て
想
像
が
豊
か
で
す
ね
」
と

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

感性を高め、自由に描く
みんなでつくる　おはなしの世界徳

田
結ゆ

い

仁と

ち
ゃ
ん

（
河
原
三
丁
目
）

宮
川
茉ま

采あ
や

ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

渡
邉
寿し

ゅ

玲れ
い

ち
ゃ
ん

（
西
葛
籠
町
）

▶
 最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
軸
原
さ
ん
（
右
）

と
、
水
野
さ
ん

日本国内の自殺者の数は、平成10年から14年連
続で 3万人を超えた状態が続きました。しかし、同
24年以降は3万人を下回り、同27年は24,025人
（警察庁発表暫定値）となりましたが、依然として深刻な
状態が続き、彦根市でも同27年は25人（警察庁発表
暫定値）が自殺しています。
自殺は本人だけの問題ではありません。自殺は残さ

れた周りの人々にも大きな影響を与えます。「私には関
係ないから…」と思わず、あなたの周りにも自殺によっ
て辛い思いをしている人がいることを知ってください。
問い合わせ先　 障害福祉課☎27-9981、FAX26-
1767

3月は自殺対策強化月間です　
～話してください　あなたの悩み～
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なぜ休みが
とれないの？
今、何かと話題になっている「男性の育児

休業」。
男性の育休を国が後押ししています。それ

は、男女の「仕事と育児の両立」を支援する
ため。ですが、育休を取ろうとする男性は以
前に比べて増えてはきているものの、取得率
は2.3％（平成26年度雇用均等基本調査）とと
ても低い状況です。
また、これからは介護に携わる人も増えて

いきます。介護をする社員は2025年にはす
べての職場で2～ 3割になると言われてい
ます。
人によっては、育児と介護が一度にやって

くる場合も。
育児も介護も、金銭的な負担も大きくなる

ので、「働き続けられる」ということは男性に
とっても女性にとっても切実な問題です。
働き続けられる職場とは、制度が整ってい

ることはもちろんですが、職場や上司の理解、
お互い様という意識があってこそ実現するも
のなのかも…。
私たちの働き方、これから真剣に考えてい

かないといけないですね。
※育児休業は法律で定められており、一定の
要件を満たした従業員から申し出があった
場合、会社がこれを拒むことも法律で禁止
されています。

問い合わせ先　 人権政策課☎30-6113、
FAX24-8577

４月 2日は世界自閉症啓発デー（発達障害啓発週間４月２日～同８日）

彦根城天守ブルーライトアップ
平成19年の国連総会で、毎年4月 2日は ｢世界自閉症啓

発デー｣ と制定されました。この日に合わせ、全国各地の代表
的な建物などをブルー (青色 ) に照らし、自閉症をはじめとす
る発達障害に関する正しい知識の啓発に取り組んでいます。
昨年に続いて今年も彦根城天守が、ブルーライトアップに参

加します。（ブルーは、「癒し」や「希望」などを表しています。）
問い合わせ先　世界自閉症啓発デー2016年滋賀県ブルーラ
イトアップ実行委員会事務局☎090-4036-4510


